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議会だより

西海岸衛生処理組合負担金　令和６年度予算決まる ▶ 2
ここをチェック　当初予算などを審査！ ▶ 6
ここが聞きたい！　一般質問　６人の議員が質問 ▶13
議員定数　１人削減決まる　12人→11人 ▶26

深浦町議会チャンネル

2024年
月定例会

大きくなって帰ってきてね！



その他　1億1962万円（1.8％） 

一般会計予算の概要

8億4397万円西海岸衛生処理組合負担金西海岸衛生処理組合負担金
前年度比6.7％増

一般会計歳出
78億7200万円西海岸衛生処理組合負担金

アフイ焼却施設大規模改修費、ごみ・し尿処理費

8億4397万円

会　　　計　　　名 令和６年度 令和５年度 比　較 伸率（％）

議案第７号
　水道事業会計

議案第８号
　下水道事業会計

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

3億7425万円
3億9923万円
　3億48万円
5億256万円
2億1693万円
2億4657万円
　1億6082万円
1億8882万円

3億8177万円
3億9458万円
　2億1000万円
4億1111万円

0
0
0
0

△752万円
465万円
9048万円
9145万円

2億1693万円
2億4657万円
　1億6082万円
1億8882万円

△2.0
1.2
43.1
22.2
皆増
皆増
皆増
皆増

◆議案７号から第８号まで　令和６年度水道・下水道事業会計予算

繰入金
4億1502万円（6.2％） 

使用料・手数料など
2億5028万円（3.7％） 支出（歳出）

78億
7200万円

施設や財産管理、コミュニティバス、
選挙などにかかるお金

高齢者・障がい者・
児童福祉などにかか
るお金

議会費、労働費、
予備費など

給食や小・中学校の維持管
理や社会教育などにかかる
お金

豪雨災害で被災した施設等
の復旧にかかるお金 

消防事務組合、消防団
などにかかるお金

道路・漁港・河川管理、除雪
などにかかるお金

商工・観光振興、観光施設
などにかかるお金 農業・林業・畜産・漁業振興

などにかかるお金

予防接種、健（検）診、子ども
医療費助成、ゴミ処理などに
かかるお金

町債として借りた
お金の返済など

支出（歳出）
78億

7200万円

収入（歳入）
78億

7200万円

収入（歳入）
78億

7200万円

町民税、固定資産税など町民
の皆さんから納められる税金

特別会計や基金から
繰り入れるお金

地方譲与税、
利子割交付金など

国や銀行から
借りるお金

国・県からの
補助金など

地方自治体間の格差をなく
すため、国から交付される
お金

繰入金
4億1502万円（6.2％） 
繰入金
3億1508万円（4.0％） 

使用料・手数料など
2億7084万円（3.4％） 

商工費　2億7719万円（3.5％） 

土木費　4億4537万円（5.7％） 

消防費
5億331万円
（6.4％） 

総務費
10億9998万円
（14.0％） 

民生費
12億3961万円
（15.7％） 

衛生費
14億8158万円
（18.8％） 

公債費
8億8866万円
（11.3％） 

災害復旧費
8億2079万円
（10.4％） 

教育費
4億7079万円
（6.0％） 
消防費
5億331万円
（6.4％） 

総務費
10億9998万円
（14.0％） 

民生費
12億3961万円
（15.7％） 

衛生費
14億8158万円
（18.8％） 

公債費
8億8866万円
（11.3％） 

農林水産業費　5億2529万円（6.7％） 

災害復旧費
8億2079万円
（10.4％） 

教育費
4億7079万円
（6.0％） 

その他　1億1943万円（1.5％） 

 議案第２号　国民健康保険事業特別会計
 　　　　　　　　　　　　　事業勘定
 　　　　　　　　　　　　　直診勘定
 議案第３号　後期高齢者医療特別会計
 議案第４号　介護保険特別会計
 議案第５号　訪問看護ステーション特別会計
 議案第６号　財産区特別会計
 議案第７号　下水道事業特別会計

11億2680万円
2億8340万円
1億6020万円
16億3860万円

1860万円
50万円

0

11億3090万円
2億5690万円
1億5670万円
15億9660万円

1350万円
50万円

2億4790万円

△410万円
2650万円
350万円
4200万円
510万円

0
△2億4790万円

△4.0
10.3
2.2
2.6
37.8
0

皆減

会　　　計　　　名 令和６年度 令和５年度 比　較 伸率（％）
◆議案１号　令和６年度一般会計予算

議案第１号　一般会計 78億7200万円 73億7500万円 4億9700万円 6.7

会　　　計　　　名 令和６年度 令和５年度 比　較 伸率（％）
◆議案２号から第６号まで　令和６年度特別会計予算

新年度予算

地方交付税
36億9000万円
（46.9％） 

国・県支出金
15億9917万円
（20.3％） 

町税
6億8045万円
（8.7％） 町債

10億4720万円
（13.3％） 

地方交付税
36億9000万円
（46.9％） 

国・県支出金
15億9917万円
（20.3％） 

町税
6億8045万円
（8.7％） 町債

10億4720万円
（13.3％） 

その他
2億6926万円（3.4％） 

第77号第77号 令和６年５月24日令和６年５月24日
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西海岸衛生処理組合負担金
ごみ、し尿処理やアフイ焼却施設大規模改修
に本町も負担し環境衛生を図ります。

8億
4397
　万円

北金ヶ沢地区漁業集落環境整備
町道北金ヶ沢20号線及び第二北金ヶ沢踏切・
拡張と側道の整備を図ります。

8900
　万円

中型ロータリー除雪車購入

3740
　万円

子どものための教育・保育給付費
小学校就学前の子供が保育所や幼稚園、認
定こども園等を利用した場合に支給します。

現在使用しているロータリー除雪車の老朽化に伴
い更新し、引き続き町道の排雪から拡幅除雪を行
い、シーズンを通して安全な通行確保を図ります。

2億
3983
　万円

がん患者医療用補整具購入補助金
新生児聴覚検査費助成

がん患者の精神的・経済的負担を軽減し、社会生活を支援す
るため、医療用ウイッグ・胸部補整具の購入費補助及び赤ち
ゃんの先天性難聴を早期発見するための検査費を助成します。

18万円
13万円

新規！新規！

アオーネ白神十二湖コテージ建具等改修工事
老朽化したコテージ建具、和室北棟屋根、コ
テージ外壁塗装、外灯ＬＥＤ化改修をします。

スクールバス運転管理業務委託
町内小中学校児童・生徒の登下校送迎業務を
委託します。

7000
　万円

4020
　万円

公共土木・農地農業用施設災害復旧
令和４年及び令和５年の豪雨で被災した施設
の復旧を図ります。

7億
193
　万円

令和６年度一般会計予算

歳出の主なもの
令和６年度一般会計予算

歳出の主なもの
　予算に関する特別委員会で令和６年度予算案を慎重
に審議しました。その中の一般会計歳出の主なものを
ご紹介します。
　（Ｐ６～８に関連記事）

　予算額は、令和６年度のみの金額であり、全体事
業費ではありません。複数年度事業もあります。また、
金額は千円単位を四捨五入しています。

第77号第77号 令和６年５月24日令和６年５月24日
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【
歳
出
の
主
な
も
の
】

●
総
務
費

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
業
務
委

託	

１
９
９
９
万
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

	
	

３
１
７
０
万
円

・
移
住
支
援
金
・
若
者
等
住
宅
整
備

補
助
金
ほ
か	

９
２
８
万
円

●
民
生
費

・
地
域
子
育
て
セ
ン
タ
ー
・
延
長
保

育
ほ
か	

１
３
７
７
万
円

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

	
	

１
３
３
１
万
円

●
衛
生
費

・
子
ど
も
医
療
給
付

　

	

１
５
６
０
万
円

・
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
委
託

	
	

２
３
２
３
万
円

●
農
林
水
産
業
費

・
た
め
池
整
備
負
担
金
（
切
明
沼
）

	
	

１
５
４
０
万
円

・
農
道
橋
点
検
診
断
業
務
委
託

	
	

１
６
９
０
万
円

・
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
助
成

金	

９
０
０
万
円

●
商
工
費

・
商
業
振
興
対
策
事
業
補
助
金
（
全

町
大
売
出
し
）	

４
０
０
万
円

・
町
特
産
品
販
売
促
進
事
業
補
助
金

	
	

１
０
０
万
円

・
深
浦
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
補

助
金	

１
２
０
０
万
円

・
沸
壺
の
池
環
境
整
備
工
事
ほ
か

	
	

１
１
１
７
万
円

・
海
上
花
火
大
会
実
行
委
員
会
補
助

金	

５
０
０
万
円

●
土
木
費

・
住
環
境
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

	
	

８
０
０
万
円

・
町
道
深
浦
45
号
線
道
路
改
良
工
事

	

１
３
５
０
万
円

・
橋
梁
整
備
工
事
（
２
橋
）

	
	

２
６
５
０
万
円

●
教
育
費

・
高
校
生
通
学
支
援
金
（
１
２
５
人

分
）	

３
７
５
万
円

・
深
浦
校
舎
利
活
用
基
本
設
計
業
務

委
託	

４
５
４
万
円

・
美
術
館
排
煙
窓
改
修
工
事

	
	

４
３
９
万
円
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予
算
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は
、
委
員
長
に
岩
谷　

司
議
員
、

副
委
員
長
に
今　

勝
吉
議
員
が
選
任
さ
れ
、
３
月
11
日
か
ら
13

日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
、
付
託
さ
れ
た
議
案
第
１
号
令

和
６
年
度
深
浦
町
一
般
会
計
予
算
（
案
）
か
ら
議
案
第
87
号
深

浦
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
の
件
ま
で
の
議
案
87
件
、
諮
問

第
１
号
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
の
件
１

件
、
報
告
第
１
号
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
そ
の
承
認

を
求
め
る
の
件
１
件
、
合
わ
せ
て
89
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。
審
議
の
過
程
で
は
、
各
般
に
わ
た
り
十
分
に
議
論
が
尽
く

さ
れ
、
多
く
の
意
見
・
要
望
事
項
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。副委員長

今　勝吉
委員長
岩谷　司

予算に関する特別委員会

【
庁
舎
の
光
熱
水
費
】

太
陽
光
発
電
な
ど
で

電
気
料
節
約
を

問　
藤
田
委
員

　
町
が
管
理
し
て
い
る
施
設
の
光
熱

水
費
の
総
額
は
。
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
の

太
陽
光
発
電
な
ど
で
電
気
料
を
節
約

す
る
考
え
は
。

答　

鶴
田
財
政
課
長

　

庁
舎
管
理
費
（
一
般
会
計
）
の
光

熱
水
費
だ
け
で
も
、
１
３
０
０
万
円

を
超
え
る
。
物
価
高
騰
の
影
響
も
あ

る
が
、
対
策
と
し
て
、
庁
舎
、
そ
の

他
集
会
施
設
な
ど
の
照
明
設
備
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
で
軽
減
を
図
る
。

答　

佐
藤
副
町
長

　

現
在
、
町
内
で
稼
働
し
て
い
る
大

型
風
力
発
電
は
、
約
６
万
５
０
０
０

世
帯
を
賄
え
る
く
ら
い
の
電
力
が
あ

る
の
で
、
民
間
事
業
者
の
電
力
を
何

と
か
町
の
施
設
に
も
供
給
で
き
る
仕

組
み
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

【
集
会
所
の
集
約
化
】

集
約
し
て
電
気
代
な
ど

の
削
減
を

問　
今
委
員
・
藤
田
委
員

　
各
地
区
が
高
齢
化
で
自
治
会
の
運

営
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
各
地
区
の

集
会
所
を
集
約
す
る
と
電
気
代
な
ど

が
削
減
で
き
る
と
思
う
が
。

答　

鶴
田
財
政
課
長

　

集
会
施
設
は
町
内
30
か
所
あ
る
。

集
約
化
で
様
々
な
経
費
削
減
が
図
れ

る
と
思
っ
て
い
る
が
、
避
難
施
設
や

選
挙
の
投
票
所
に
も
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
関
係
性
も
十
分
検
討
し
て

い
き
た
い
。

【
書
か
な
い
窓
口
化
】

導
入
す
る
考
え
は

問　
岩
根
委
員

　
最
近
、
書
か
な
い
窓
口
化
を
新
聞
、

テ
レ
ビ
等
で
聞
く
が
、
町
民
に
特
に

年
配
の
方
々
に
は
、
画
期
的
な
こ
と

だ
と
思
う
が
、
導
入
す
る
考
え
は
。

答　

中
原
町
民
課
長

　

書
か
な
い
窓
口
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答　

鶴
田
財
政
課
長

　

当
初
予
算
編
成
で
検
討
し
た
。
視

察
も
し
た
が
、
経
費
が
相
当
か
か
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
後
も
、
ほ
か

の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
は
続
け
た

い
。

【
指
定
ご
み
袋
】

さ
ら
に
小
さ
いご

み
袋
を

問　
大
川
委
員

　
現
在
の
小
さ
い
ご
み
袋
よ
り
、
さ

ら
に
小
さ
い
ご
み
袋
が
欲
し
い
と
い

う
声
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
何
と
か

検
討
で
き
な
い
か
。

答　

中
原
町
民
課
長

　

確
か
に
要
望
が
あ
る
。
そ
こ
で
業

者
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
作
れ
な
い
こ

と
は
な
い
が
単
価
が
さ
ら
に
高
く
な

る
と
い
う
業
者
や
、
ご
み
袋
に
記
載

す
る
文
字
が
小
さ
く
な
り
過
ぎ
て
作

れ
な
い
業
者
が
あ
っ
て
、
町
で
は
作

ら
な
い
こ
と
と
し
た
が
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

【
補
聴
器・

ウ
イ
ッ
グ
購
入
助
成
】

制
度
内
容
と周

知
方
法
は

問　
八
木
委
員
・
七
戸
（
均
）
委
員

　
小
さ
い
事
業
だ
が
、
補
聴
器
購
入

費
用
助
成
及
び
が
ん
患
者
医
療
用
補

装
具
購
入
助
成
へ
の
予
算
措
置
が
さ

れ
た
が
、
制
度
内
容
と
周
知
方
法
は
。

が
ん
患
者
へ
の
補
整
具
の
助
成
を
受

け
る
た
め
の
手
続
等
は
。

答　

赤
石
福
祉
課
長

　

町
に
住
所
を
有
し
て
お
り
、
両
耳

の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル
以

上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
対
象
に
な
ら
な
い
方

や
補
聴
器
相
談
員
か
ら
補
聴
器
が
必

要
と
診
断
さ
れ
た
方
な
ど
を
条
件
に

１
台
当
た
り
３
万
円
を
給
付
し
た
い
。

今
定
例
会
で
議
案
可
決
後
、
周
知
徹

底
に
努
め
た
い
。

答　

八
木
橋
健
康
推
進
課
長

　

今
定
例
会
で
、
議
案
が
可
決
し
た

ら
要
綱
等
を
制
定
す
る
予
定
。
現
在

の
案
は
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
と
乳
房

補
整
具
購
入
費
用
の
２
分
の
１
、
た

だ
し
３
万
円
を
上
限
と
し
て
、
１
人

に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
１
回
ず
つ
と
考

え
て
い
る
。

質
疑
応
答

【
学
校
給
食
無
償
化
】

町
も
実
施
す
る
の
か

問　
八
木
委
員
・
工
藤
委
員

　
県
知
事
は
学
校
給
食
の
無
償
化
を

話
し
て
い
る
が
、
町
も
10
月
か
ら
実

施
す
る
の
か
。
ま
た
、
県
が
補
助
す

る
内
容
は
。

答　

熊
谷
教
育
課
長

　

実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

児
童
・
生
徒
分
の
給
食
費
に
県
が

10
分
の
10
の
率
で
交
付
す
る
。
単
価

は
、
県
の
平
均
値
の
１
食
分
小
学
校

２
８
０
円
、
中
学
校
３
１
０
円
。
町

は
、
県
の
平
均
よ
り
も
小
学
校
20
円
、

中
学
校
10
円
高
い
の
で
、
そ
の
分
を

負
担
す
る
。

【
小
学
校
入
学
者
や

給
食
事
故
】

何
人
入
学
す
る
の

学
校
へ
の
注
意
喚
起
は

問　
今
委
員

　
昨
年
、
い
わ
さ
き
小
学
校
に
入
学

し
た
児
童
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
。
今
年
は
、

管
内
の
小
学
校
に
何
人
入
学
す
る
の

か
。
ま
た
、
小
学
生
が
給
食
を
の
ど

に
詰
ま
ら
せ
亡
く
な
っ
た
が
、
各
学

校
へ
ど
ん
な
通
達
を
し
た
の
か
。

答　

草
創
教
育
長

　

12
月
現
在
で
、
深
浦
小
学
校
14
名
、

い
わ
さ
き
小
学
校
９
名
、
修
道
小
学

校
に
８
名
が
入
学
予
定
。
若
干
の
増

減
は
あ
る
と
思
う
。

答　

熊
谷
教
育
課
長

　

県
か
ら
食
べ
る
時
の
注
意
な
ど
通

知
が
来
た
の
で
、
各
学
校
へ
周
知
し

た
。
ま
た
新
入
生
に
も
、
食
べ
方
な

ど
を
指
導
す
る
よ
う
各
学
校
へ
お
願

い
を
し
た
い
。

令和６年度歳入歳出予算・
　　令和５年度補正予算などを審議

当初予算など審査！当初予算など審査！
令和６年度歳入歳出予算・
　　令和５年度補正予算などを審議

ここを
チェック

令和６年度当初予算など　委員はここに注目
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【
帯
状
疱
疹
の予

防
接
種
】

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

町
の
助
成
は

問　
八
木
委
員

　
80
歳
ま
で
に
３
人
に
１
人
が
帯
状

疱
疹
を
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
れ
ば
発
症
予
防

が
極
め
て
高
い
が
、
任
意
接
種
の
２

回
接
種
で
約
４
万
円
と
高
額
な
た
め
、

町
で
助
成
等
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

八
木
橋
健
康
推
進
課
長

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
い
て
町
が
実

施
す
る
定
期
の
予
防
接
種
で
は
な
い
。

各
自
が
任
意
で
受
け
る
予
防
接
種
と

な
っ
て
い
る
。
町
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
予
防
接
種
の
副
反
応
等
に
よ
る

健
康
被
害
な
ど
、
ほ
か
の
ワ
ク
チ
ン

と
同
様
に
安
全
性
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
国
の
動
向
を
見
な
が

ら
総
合
的
に
判
断
し
て
検
討
た
い
。

【
合
葬
墓
】

基
金
を
活
用
し
て

整
備
し
て
は

問　
八
木
委
員

　
合
葬
墓
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
た
７
割
近
い
方
が
整
備
を
し

た
方
が
い
い
と
の
結
果
だ
っ
た
。
霊

園
整
備
事
業
基
金
を
活
用
す
る
こ
と

も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　

中
原
町
民
課
長

　

合
葬
墓
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
検
討
委
員
会
等
を
立
ち
上
げ
て

検
討
し
て
い
く
。

　【
耕
作
放
棄
地
】

耕
作
放
棄
地
な
ど

実
態
調
査
委
は

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を

作
っ
て
は

問　
八
木
委
員

　
耕
作
放
棄
地
や
荒
廃
農
地
の
実
態

調
査
は
や
っ
て
い
る
の
か
。
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
が
指
定
野
菜
へ
追
加
が
決
定

し
た
が
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
、
農
地

を
集
約
し
て
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
作
る

こ
と
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

山
本
農
林
水
産
課
長

　

農
業
委
員
会
が
毎
年
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
を
し
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

が
指
定
野
菜
に
な
る
こ
と
で
野
菜
価

格
の
安
定
や
価
格
下
落
時
、
不
作
時

の
価
格
補
償
が
手
厚
く
な
る
が
、
産

地
指
定
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

農
協
や
生
産
者
と
検
討
し
て
い
き
た

い
。

答　

西
崎
農
業
委
員
会
会
長

　

農
業
委
員
会
や
各
地
域
の
方
（
約

35
人
）
に
委
託
し
、
約
１
か
月
半
に

わ
た
っ
て
、
毎
年
８
・
９
月
に
実
施

し
て
い
る
。

【
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョン
】

３
年
に
１
回
ぐ
ら
い
で

大
き
く

問　
斉
藤
委
員

　
町
内
の
３
か
所
に
飾
る
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
３
年
に
１
回
ぐ
ら
い
で

大
き
く
予
算
も
取
っ
て
や
っ
た
ら
ど

う
か
。

答　

神
林
観
光
課
長

　

最
初
に
実
施
し
た
令
和
２
年
度
は
、

電
飾
の
購
入
も
含
め
て
８
０
０
万
ほ

ど
で
、
翌
年
は
、
５
０
０
万
ほ
ど
か

け
て
や
っ
た
。
数
年
に
ま
と
め
て
規

模
を
大
き
く
す
る
な
ど
、
今
後
検
討

し
た
い
。

【
が
ん
検
診
精
密
検
査
】

要
精
検
査
の
受
診
率

向
上
の
取
組
や
対
策
は

問　
八
木
委
員

　
県
で
は
、
町
の
が
ん
検
診
で
精
密

検
査
が
必
要
と
な
っ
た
人
に
受
診
費

用
を
県
と
町
が
半
分
ず
つ
負
担
す
る

制
度
を
始
め
る
よ
う
だ
が
、
要
精
検

査
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

取
組
や
対
策
は
。

答　

八
木
橋
健
康
推
進
課
長

　

要
精
密
検
査
の
未
受
診
者
に
対
し

て
、
１
回
目
の
受
診
勧
奨
の
通
知
を

11
月
中
旬
に
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
で

も
受
診
し
な
い
方
や
返
事
が
な
い
方

に
は
２
回
目
の
受
診
勧
奨
を
２
月
の

中
旬
に
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
３

月
中
に
受
診
状
況
が
不
明
な
方
に
、

電
話
連
絡
し
て
確
認
し
て
い
く
。

３月定例会から

タブレット端末が導入されました！
利便性を活かして議会機能の強化を推進します！

　深浦町議会では、議会の効率的な運営とペーパ
ーレス化等の推進のため、令和６年２月に町から
議員全員にタブレット端末が貸与されました。
　これにより議案や資料等を電子化し、紙資料や
送料の削減、会議日程の迅速な連絡や議員間の情
報共有が図られるほか、リモート研修や情報収
集、調査・研究活動の向上に活用していきます。
　また、今後は、さらに災害時や非常時であって
も議会活動を停滞させない、タブレット端末を活
用したオンラインでの会議や取組の拡大を含め、
議会活動がより一層効率化・活性化するよう、全
国の先進事例を研究しながら運用していきま
す。

導入により期待される効果！

議会の活性化・
議員の資質向上

・議案審議、委員会活動等での
活用

・町民への迅速・的確な情報提
供

・例規集・調査等資料の充実

議会運営の効率化

・膨大な紙資料や送料の削減
・議会のスケジュール等の情報
の正確・迅速な共有

・大量の資料整理、持ち運びが
不要

・資料準備のための事務作業の
軽減

危機管理体制の強化

・大規模な災害の発生、感染症
のまん延時のオンライン会議
の開催
・災害状況の共有
・安否確認

◆
議
案
第
88
号

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
件

教
育
委
員
に

相
馬
　
真
司
　氏
（
５
区
）

を
任
命
（
再
任
）
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
６
年
５
月
14
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

◆
諮
問
第
１
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
の
件

候
補
者
と
し
て

小
野
　
規
子
　氏
（
北
金
ヶ

沢
２
区
）
を
法
務
大
臣
に
推
薦
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
６
年
７
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

３月定例会では、紙資料と併用でしたが、
早期本格始動に向け議員各位、執行部も
含めて議会ICT化の推進を図ります！
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提案理由等の動画
が視聴できます。

深浦町議会 第132回定例会

大髙恒藏 八木　史 大川清光 今　 勝吉 工藤博利 藤田一則

3 8
（金）

● 全議案一括上程
● 提案理由の説明

3 11
（月）

委員長　岩谷　司 副委員長　今　勝吉

● 一般質問

3 9
（土）

3 10
（日）

● 休会

3 11
（月）

3 13
（水）

● 予算に関する特別委員会

3 14
（木）

● 休会 3 15
（金）

● 議案審議、採決

議案審議等の動画
が視聴できます。

　インターネット配信サービスYouTube（ユー
チューブ）で録画配信が視聴できます。

YouTube「深浦町議会チャンネル」

　第132回定例会は、３月８日から15日までの８日間の会期で開催されました。
　本定例会では、令和６年度当初予算関係議案８件、令和５年度補正予算関係議案
７件、条例関係議案16件、公の施設の指定管理者の指定の件37件、工事請負契約
関係議案５件、深浦町農業委員会委員の任命の件14件、深浦町教育委員会委員の
任命の件１件、諮問１件、報告１件、発議３件、合わせて93件を審議しました。
　また、一般質問には、６人の議員が登壇しました。
　令和６年度一般会計当初予算は、前年度比４億9700万円、6.7パーセント増の
歳入歳出総額それぞれ78億7200万円となりました。

　第132回定例会　上程議案と採決状況一覧

※概要については、P2～5参照

斉
藤

　
　登

七
戸

　
　均

工
藤

　博
利

藤
田

　一
則

大
髙

　恒
藏

今

　
　勝
吉

岩
根

　
　環

岩
谷

　
　司

大
川

　清
光

福
沢

　秀
己

七
戸

　
　仁

八
木

　
　史

結

　
　
　果

令和６年度 当初予算議案

上程議案・概要・結果

令和５年度 補正予算議案

条例に関する議案

議案第 1 号　一般会計予算 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
議案第 2 号～議案第 8 号　
　国民健康保険事業特別会計【事業勘定・直診勘定】、後期高
　齢者医療特別会計、介護保険特別会計、訪問看護ステーション 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　特別会計、財産区特別会計、水道事業会計、下水道事業会計

〇は賛成、×は反対、欠は欠席、議長（斉藤登）は採決に加わら
ない。

議案第16号　附属機関に関する条例の一部改正 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第21号　基金条例の一部改正
　未来の森基金を新設し、森林環境譲与税基金の規定を整備 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第24号　ひとり親家庭等医療費給付条例の一部改正
　配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部改正に 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　伴う改正 

議案第22号　国民健康保険税条例の一部改正
　課税限度額及び軽減措置についての所得判定基準の改正など 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第17号　消防団条例の一部改正
　消防団員の定数を450人を400人へ変更 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第18号　職員の育児休業等に関する条例の一部改正
　育児休業の会計年度任用職員への勤勉手当の支給が可能になったことに 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　伴う改正 
議案第19号　第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一

部改正 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　会計年度任用職員への勤勉手当の支給が可能になったことに伴う改正

議案第20号　第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費
用弁償に関する条例の一部改正 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

　会計年度任用職員への勤勉手当の支給が可能になったことに伴う改正

議案第25号　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部改正 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て
　支援施設等の運営に関する基準等の一部改正に伴う改正 

議案第23号　定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部
改正 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

　東北電力ネットワーク株式会社から譲渡された住宅を定住促進住宅とし
　て活用するための改正 

議案第 9 号　一般会計補正予算（10回目） 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
議案第10号～議案第15号
　国民健康保険事業特別会計（4回目）【事業勘定・直診勘定】、
　後期高齢者医療特別会計（3回目）、介護保険特別会計（3回目）、 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　訪問看護ステーション特別会計（3回目）、下水道事業特別会
　計（3回目）、水道事業会計（3回目）

議案第29号　漁港管理条例の一部改正
　民間事業者による漁港施設等の活用促進を可能とする法律改正に伴う改正 

可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第26号　障害者地域生活支援事業条例の一部改正
　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律の一部改 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　正に伴う改正 

議案第28号　空家等の適正管理及び活用促進に関する条例の一
部改正 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第27号　介護保険条例の一部改正
　介護保険料の基準月額を200円増額、また、介護保険法施行令の一部改 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　正に伴い、１号被保険者の標準段階を9段階から13段階に多段階化する
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深浦町農業委員会委員の任命の件

議案第75号

永谷　玲二
(３区)

議案第76号

西崎　哲彦
(舮作)

議案第77号

角谷　喜春
(広戸)

議案第78号

堀内　竹一
(岩崎上)

議案第79号

吉田　政志
(驫木)

議案第80号

平澤　忠彦
(黒崎)

長尾　俊吾
(田野沢)

議案第74号

議案第82号

村山　勝彦
(正久)

議案第83号

奈良　玲子
(４区)

議案第84号

上田　茂子
(３区)

議案第85号

工藤　雅夫
(広戸)

議案第86号

前田　正彦
(松原)

議案第87号

新岡　一樹
(風合瀬)

島　　成人
(関)

議案第81号

その他の議案

諮問

報告

発議

議案第74号から第87号　農業委員会委員の任命　 同意 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
議案第88号　教育委員会委員の任命　P９に顔写真掲載　 同意 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

諮問第1号　人権擁護委員の推薦　P９に顔写真掲載　 同意 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

発議第2号　健康保険証の廃止をしないよう求める意見書提出　 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
発議第3号　議会議員の請負の状況の公表に関する条例制定　 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

報告第1号　専決処分した事項の報告（手数料徴収条例の一部改正） 承認 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第31号　体育館及び武道館設置条例の一部改正
　岩崎地区体育館（旧岩崎中学校体育館）の供用開始、岩崎体育館（旧岩 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　崎小学校体育館）の廃止及び屋内プール使用に関する項目を削除 

議案第30号　監査委員条例の一部改正 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第69号　工事請負契約 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 
　黄金崎川災害防除工事　請負代金167,530,000円　請負業者（株）三浦建設　

議案第70号　工事請負契約の一部変更
　北金ヶ沢１７号線交通安全対策２期工事　請負代金77,440,000円に 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －　4,598,000円を増額して82,038,000円に変更　
　請負業者（株）脇川建設工業所

議案第71号　工事請負契約の一部変更
　清滝川災害復旧工事　請負代金53,350,000円から660,000円を減額 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　して52,690,000円に変更　請負業者（株）脇川建設工業所

議案第72号　工事請負契約の一部変更
　深浦町（沢辺）地区漁村整備工事　請負代金89,100,000円に 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　3,780,700円を増額して92,880,700円に変更　
　請負業者山大機電（株）

議案第73号　工事請負契約の一部変更
　深浦町（風合瀬）地区漁村整備工事　請負代金77,000,000に 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　15,551,800円を増額して92,551,800円に変更
　請負業者（株）三浦建設

議案第32号から第68号　公の施設の指定管理者の指定
　各指定管理期間が令和6年3月31日で満了することから指定する。(再指 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　定37件）指定期間は、令和6年4月1日から令和9年3月31日まで

発議第1号　議会議員の定数を定める条例の一部改正
　議員の定数を12人から1人減の11人に改正（この条例の施行の日以後 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　初めてその期日を告示される一般選挙から適用）

た
だ

有
無

必
要
性

食
い
止
め
る
対
策

８
億
円

処
分
場

調
査

床
上
浸
水

護
岸
の
改
修

最
終
年
度 

基
本
姿
勢

わが町の
ここが 聞きたい

一
般
質
問

一
般
質
問

地
域
気
候
変
動
適
応
計
画
の
有
無
と
必
要
性
は

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
対
策
や
取
組
は

寄
付
さ
れ
る
８
億
円
の
使
い
道
を
提
案

放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
場
の
調
査
申
し
入
れ
は

床
上
浸
水
を
誘
発
し
た
護
岸
の
改
修
は

町
長
の
最
終
年
度 

町
の
基
本
姿
勢
は

　一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
政
全
般
に

わ
た
り
、
執
行
機
関
に
行
政
財
政
の
運
営
や
現

行
の
政
策
、
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
に
つ
い

て
考
え
を
質
し
、
報
告
や
説
明
を
求
め
、
よ
り

良
い
方
向
へ
導
く
も
の
で
す
。

第
１
３
２
回
定
例
会

藤
田
一
則
議
員

工
藤
博
利
議
員

今

　勝
吉
議
員

大
川
清
光
議
員

八
木

　史
議
員

大
髙
恒
藏
議
員
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問
　
大
髙
議
員

　

国
で
は
候
補
地
は
多
い
方
が
望
ま

し
く
全
国
的
に
広
く
応
募
を
期
待
し

て
い
る
が
、
我
が
町
に
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
文
献

調
査
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
も
の
か
。

答
　
町
長

　

国
で
は
、
２
０
０
０
年
に
最
終
処

分
場
の
全
国
公
募
が
開
始
さ
れ
、
北

海
道
の
寿す

っ

都つ

町
ち
ょ
う

と
神か

も

恵え

内な
い

村む
ら

が
応
募

や
受
け
入
れ
を
し
、
現
在
、
概
要
調

査
の
候
補
地
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
原
子
力
発
電

環
境
整
備
機
構
に
よ
る
対
話
型
全
国

説
明
会
が
、
２
０
２
４
年
１
月
ま
で

に
全
国
で
約
１
９
０
回
開
催
さ
れ
、

そ
の
中
で
、
最
終
処
分
事
業
に
つ
い

て
関
心
を
示
す
市
町
村
が
あ
れ
ば
、

全
国
規
模
の
文
献
や
デ
ー
タ
な
ど
が

提
供
さ
れ
る
。
現
時
点
で
は
、
国
と

の
対
話
活
動
の
実
績
が
な
く
、
当
町

へ
の
文
献
調
査
の
申
し
入
れ
は
な
い
。

全
町
に
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
で
き
な
い
か

『
必
要
な
箇
所
へ
の

設
置
を
検
討
し
て

い
く
』

問
　
大
髙
議
員

　

認
知
症
高
齢
者
な
ど
が
行
方
不
明

に
な
っ
た
際
に
早
期
発
見
で
き
る
よ

う
に
、
全
町
に
毎
年
計
画
的
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答
　
町
長

　

昨
年
の
２
月
に
鰺
ヶ
沢
地
区
防
犯

協
会
の
事
業
で
、
歴
史
民
俗
資
料

館
・ 

美
術
館
の
屋
外
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
た
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
は
、
町
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な

ど
か
ら
青
森
県
が
策
定
し
て
い
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
や
町
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
を
制
定
し
て
、
適
正
な
設

置
・
運
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
後
も
、
鰺
ケ
沢
警
察
署
や
鰺

ヶ
沢
地
区
防
犯
協
会
の
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
、
必
要
な
箇
所
へ
の
設
置

を
検
討
し
て
い
く
。

わが町のここが聞きたい

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
に
助
成
な
ど
で

き
な
い
か

『
国
・
県
等
の
動
向

を
調
べ
て
検
討
し

た
い
』

問
　
大
髙
議
員

　

小
中
学
生
及
び
65
歳
以
上
の
方
々

に
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
の
助

成
あ
る
い
は
全
額
補
助
で
き
な
い
か
。

答
　
町
長

　

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、
令

和
５
年
４
月
１
日
か
ら
す
べ
て
の
自

転
車
利
用
者
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の

努
力
義
務
が
課
さ
れ
た
。
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
購
入
助
成
、
補
助
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
に
お
け
る
制
度
化
や
、
近
隣

市
町
村
の
動
向
な
ど
調
べ
つ
つ
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

１
か
月
児
と
５
歳
児

の
健
康
診
査
を
実
施

で
き
な
い
か

『
１
か
月
児
は
現
在
の

ま
ま
で
、
５
歳
児
は

実
施
が
困
難
』

問
　
大
髙
議
員

　

国
で
１
か
月
児
と
５
歳
児
の
健
康

診
査
を
公
費
で
実
施
を
考
え
て
い
る
。

現
在
、
全
国
の
３
割
近
い
市
町
村
で

実
施
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
当
町
で

も
で
き
な
い
か
。

答
　
町
長

　

当
町
で
は
、
母
子
保
健
法
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
１
歳
６
か
月
児
及

び
３
歳
児
の
健
康
診
査
の
ほ
か
、
生

後
３
、
４
か
月
児
及
び
９
、
10
か
月

児
の
健
康
診
査
を
年
６
回
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
乳
児
は
、
医
療
機

関
で
２
回
健
康
診
査
を
無
料
で
受
診

で
き
る
「
乳
児
一
般
健
康
診
査
」
が

あ
る
の
で
、
１
か
月
児
の
健
康
診
査

は
、
そ
れ
を
利
用
し
て
い
る
。
５
歳

児
の
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、
発

達
、
情
緒
、
社
会
性
、
集
団
行
動
で

課
題
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
早
期
に
発

見
し
、
支
援
に
つ
な
げ
る
重
要
な
機

会
だ
と
認
識
し
て
い
る
が
、
健
診
方

法
や
、
健
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

体
制
、
医
師
や
心
理
士
等
の
人
材
確

保
な
ど
の
課
題
か
ら
、
現
状
で
は
実

施
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
保
健
師
が
妊
娠
期
か
ら
出
産
後
、

健
診
等
に
至
る
ま
で
家
庭
訪
問
な
ど

で
お
子
さ
ん
の
発
達
を
確
認
し
、
必

要
に
応
じ
て
早
期
に
療
育
機
関
や
児

童
相
談
所
に
つ
な
ぐ
な
ど
、
指
導
体

制
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

定例会を傍聴しませんか
定例会は、誰でも傍聴することができます。町政に関する予算や条例の提案、
議員の質問・質疑、採決などが行われます。次回は、６月上中旬に定例会を
開く予定ですので、皆さんの傍聴をお待ちしております。

わが町のここが聞きたい

高レベル放射性廃棄物の
　処分場の調査申し入れは問
当町への文献調査の
　　　　　　　申し入れはない

答

質問者の動画が
視聴できます。

大髙　恒藏 議員
おおたか ぞうつね
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わが町のここが聞きたい

冬
の
十
二
湖
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
メ
イ

ン
と
し
、
イ
グ
ル
ー
体
験
、
豪
快
な

海
産
物
の
提
供
等
、
色
々
と
組
み
合

わ
せ
て
は
ど
う
か
。

⑤
一
昨
年
の
豪
雨
災
害
で
漂
着
し
た

流
木
等
が
ま
だ
ま
だ
目
立
つ
。
今
こ

そ
、
青
森
新
時
代
を
掲
げ
た
宮
下
県

知
事
に
対
し
、
深
浦
町
観
光
の
目
玉

で
あ
る
海
岸
線
の
速
や
か
な
復
興
を

訴
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
町
長

①
深
浦
駅
の
駅
係
員
に
よ
る
営
業
は
、

３
月
16
日
か
ら
終
了
と
な
り
、
以
降

は
、
終
日
不
在
と
な
る
。
ま
た
、
深

浦
駅
の
ト
イ
レ
は
、
令
和
６
年
４
月

以
降
、
町
が
維
持
管
理
す
る
。
駅
舎

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
外
観
の
リ

フ
ォ
ー
ム
と
併
せ
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋

田
支
社
と
協
議
を
重
ね
た
上
で
、
そ

の
利
活
用
を
検
討
す
る
。
な
お
、
駅

前
の
町
有
地
の
利
活
用
等
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
は
な
い
。

②
十
二
湖
の
森
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ

ー
ド
に
は
４
つ
の
お
す
す
め
コ
ー

ス
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
番
人
気
の

「
青
池
・
沸
壺
の
池
コ
ー
ス
」
は
被

害
も
少
な
く
利
用
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
が
、
「
王
池
コ
ー
ス
」
は
散
策

道
が
崩
落
し
て
通
り
抜
け
で
き
な
い
。

ま
た
、
「
金
山
の
池
シ
ョ
ー
ト
コ
ー

ス
」
及
び
「
金
山
の
池
・
糸
畑
の
池

ロ
ン
グ
コ
ー
ス
」
は
、
ス
タ
ー
ト
地

点
の
十
二
湖
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
村
が
、

町
道
十
二
湖
青
池
日
暮
線
の
崩
落
で

休
業
し
て
い
る
た
め
「
森
の
物
産
館

キ
ョ
ロ
ロ
」
に
変
更
し
て
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
他
の
大
き
な
被
害
の
あ

っ
た
日
本
キ
ャ
ニ
オ
ン
展
望
所
か
ら

の
東
北
自
然
歩
道
は
、
４
月
以
降
利

用
で
き
る
見
込
み
だ
が
、
町
道
十
二

湖
青
池
日
暮
線
は
工
事
を
発
注
し
た

が
、
未
だ
工
事
が
始
ま
っ
て
い
な
い
。

日
本
キ
ャ
ニ
オ
ン
渓
谷
部
に
下
る
小

夜
の
池
線
の
復
旧
は
、
打
開
策
が
見

つ
か
ら
ず
、
今
後
十
二
湖
森
の
会
と

現
地
調
査
を
行
い
、
う
回
路
な
ど
検

討
し
た
い
。
金
山
の
池
連
絡
橋
の
復

旧
工
事
費
は
新
年
度
予
算
に
計
上
し

た
。

　

ま
た
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
活
動
は
、

運
営
し
て
い
る
「
十
二
湖
森
の
会
」

に
よ
る
と
、
ガ
イ
ド
の
高
齢
化
や
新

規
ガ
イ
ド
の
加
入
が
な
く
、
現
在
、

５
名
程
度
ま
で
減
っ
て
い
る
。
高
齢

化
・
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
を
念
頭
に
、

今
後
の
事
業
の
在
り
方
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

③
昨
年
夏
に
、
沢
辺
地
区
の
漁
業
者

が
不
定
期
だ
が
森
山
海
岸
や
ガ
ン
ガ

ラ
穴
の
遊
覧
案
内
を
し
て
い
た
。
波

浪
状
況
に
も
よ
る
が
、
条
件
が
揃
え

ば
今
後
も
実
施
し
た
い
と
の
こ
と
か

ら
、
周
知
等
に
協
力
し
た
い
。

④
冬
季
の
観
光
需
要
の
落
ち
込
み

は
、
東
北
地
方
一
帯
の
弱
点
・
課
題

と
し
て
長
ら
く
国
や
県
に
お
い
て
も

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
雪
に
触
れ
る

だ
け
の
体
験
な
ど
目
的
は
異
な
る
が
、

一
定
数
の
需
要
が
あ
る
。
提
案
の

「
雪
」
と
「
食
」
を
掛
け
わ
せ
た
内

容
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
が
高
い
の
で

検
討
し
て
い
く
。

⑤
復
旧
事
業
の
優
先
度
か
ら
、
後
回

し
に
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
が
、
今
後
、
海
岸
管
理
者
と
の
協

議
を
進
め
、
順
次
撤
去
を
進
め
た
い
。

行
合
崎
海
岸
は
、
港
湾
区
域
に
指
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
管
理
者
の

県
発
注
で
、
今
年
２
月
下
旬
に
撤
去

作
業
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
林
の
現
状
と
伐
採
は

『
伐
期
を
過
ぎ
て
も
売
れ
な
い
状
況
』

問
　
八
木
議
員

　

１
９
５
０
年
代
、
学
校
の
基
本
財
産
形
成
や
生
徒
・
児
童
の

環
境
に
関
す
る
教
育
・
体
験
活
動
な
ど
を
目
的
に
、
教
職
員
や

保
護
者
が
中
心
と
な
っ
て
学
校
林
を
整
備
・
保
有
し
て
き
た
。

そ
こ
で
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
深
浦
町
の
学
校
林
の
現
状
は
。

②
伐
期
が
到
来
し
た
樹
木
の
伐
採
は
。

③
伐
採
に
よ
り
得
た
財
産
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
町
長

①
校
舎
の
改
修
や
学
校
備
品
の
購
入
等
の
た
め
に
造
林
し
た
学

校
林
は
、
修
道
小
学
校
の
ほ
か
廃
校
の
小
学
校
６
校
合
わ
せ
て

10
か
所
に
あ
り
、
小
学
校
か
ら
は
遠
く
離
れ
て
お
り
、
い
ず
れ

も
国
有
林
内
で
、
ほ
と
ん
ど
が
杉
、
伐
期
を
過
ぎ
て
も
な
か
な

か
売
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

②
当
町
の
学
校
林
は
国
と
町
が
契
約
を
締
結
し
て
い
る
分
収
造

林
な
の
で
、
伐
期
が
到
来
し
た
分
収
木
の
販
売
は
、
国
が
立
木

の
ま
ま
販
売
し
分
収
す
る
。

③
分
収
の
歩
合
は
、
10
か
所
あ
る
学
校
林
の
う
ち
９
か
所
は
、

国
が
２
割
で
町
が
８
割
、
１

か
所
は
国
が
３
割
で
町
が
７

割
と
な
っ
て
お
り
、
入
札
に

よ
り
落
札
し
た
業
者
へ
町
が

直
接
請
求
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
町
の
歳
入
と
し
て
処

理
さ
れ
る
。

問
　
八
木
議
員

　

大
型
風
車
19
基
を
建
設
し
た
グ
リ

ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

（
以
下
「
Ｇ
Ｐ
Ｉ
」
と
い
う
。
）
が

地
域
活
性
化
等
の
た
め
、
令
和
６
年

度
か
ら
毎
年
４
０
０
０
万
円
を
20
年

間
、
計
８
億
円
の
協
力
金
を
町
に
寄

附
す
る
に
当
た
り
、
使
い
道
と
し
て

次
の
５
つ
を
提
案
す
る
の
で
、
考
え

を
伺
う
。

①
現
在
の
町
の
高
等
教
育
修
学
支
援

資
金
を
一
定
の
条
件
の
も
と
（
大
学

等
卒
業
後
地
元
に
就
職
し
た
場
合
な

ど
）
そ
の
返
済
を
免
除
す
る
給
付
型

の
奨
学
金
の
創
設
。

②
町
出
身
の
大
学
生
等
へ
年
２
回
ほ

ど
、
町
の
特
産
品
を
贈
る
支
援
事
業

の
創
設
。

③
抽
選
会
付
全
町
大
売
出
し
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
食
事
券
発
行
等
へ
の
支
援

の
定
着
化
。

④
５
つ
の
下
水
道
処
理
区
域
が
あ
る

が
、
加
入
率
が
41
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
。
特
に
北
金
ヶ
沢
地
区
は
８
パ
ー

セ
ン
ト
、
田
野
沢
地
区
が
47
パ
ー
セ

ン
ト
程
度
と
半
分
に
も
達
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
加
入
促
進
を
図
る
た

め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
下
水

道
接
続
補
助
金
を
大
幅
に
引
上
げ
す

る
対
策
。

⑤
６
次
産
業
を
目
指
す
生
産
者
が
成

功
す
る
よ
う
、
国
・
県
等
の
各
種
支

援
の
情
報
提
供
な
ど
町
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
。

答
　
町
長

　

①
～
⑤
Ｇ
Ｐ
Ｉ
か
ら
の
寄
附
金
は
、

町
の
農
林
漁
業
及
び
地
域
の
活
性

化
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
そ
の
使
い
道
は
、
深
浦
町
総

合
計
画
に
掲
げ
る
事
業
に
活
用
す
る
。

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
に
計
上
し

た
４
０
０
０
万
円
は
、
町
の
第
３
次

深
浦
町
総
合
計
画
等
の
策
定
に
９
０

０
万
円
、
地
域
公
共
交
通
対
策
に
１

５
０
０
万
円
、
北
金
ヶ
沢
漁
港
の
海

水
処
理
施
設
機
器
更
新
に
２
０
０
万

円
、
町
内
大
売
出
し
に
４
０
０
万
円
、

深
浦
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
１
０
０

０
万
円
、
合
計
４
０
０
０
万
円
を
充

当
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
提
案
の
各
種
事
業

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

深
浦
駅
舎
の
利
活
用

な
ど
の
考
え
は

『
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し

利
活
用
を
検
討
す
る
』

問
　
八
木
議
員

①
深
浦
駅
の
駅
員
が
３
月
の
ダ
イ
ヤ

改
正
か
ら
不
在
と
な
る
。
駅
舎
の
利

活
用
、
観
光
客
の
た
め
の
ト
イ
レ
の

維
持
管
理
等
、
考
え
を
伺
う
。
併
せ

て
、
昨
年
９
月
定
例
会
で
質
問
し
た

駅
前
の
町
有
地
の
調
査
と
活
用
等
の

考
え
は
。

②
一
昨
年
の
豪
雨
災
害
で
被
害
を
受

け
た
、
十
二
湖
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド
等
の
現
在
の
状
況
は
。
ま
た
、

十
二
湖
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
を
今
後

如
何
に
し
て
進
め
て
い
く
の
か
。

③
「
ガ
ン
ガ
ラ
穴
」
は
、
知
る
人
ぞ

知
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。
観
光
情
報
を

発
信
す
る
に
は
渡
し
船
が
必
要
と
な

る
が
、
本
気
に
な
っ
て
取
り
組
む
価

値
が
あ
る
と
思
う
が
考
え
は
。

④
十
二
湖
に
限
ら
ず
冬
の
深
浦
観
光

は
町
を
訪
れ
る
人
が
極
端
に
減
少
す

る
。
一
昨
年
か
ら
だ
ん
だ
ん
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
も
高
ま
っ
て
き
て
、
最

近
で
は
、
日
本
で
の
体
験
に
注
目

す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

わが町のここが聞きたい

寄附される８億円の
　　　　　使い道を提案問
町総合計画に掲げる
　　　　　　　事業に活用する

答

質問者の動画が
視聴できます。

八木　史 議員
や ふみとぎ
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問
　
大
川
議
員

①
豪
雨
災
害
で
床
上
浸
水
を
誘
発
し

た
護
岸
改
修
に
つ
い
て
、
一
昨
年
の

９
月
定
例
会
（
決
算
に
関
す
る
特
別

委
員
会
）
で
早
急
に
対
応
し
た
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
、
ま
っ
た
く
手
つ

か
ず
だ
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

②
こ
の
ま
ま
４
回
目
の
浸
水
被
害
が

あ
っ
た
場
合
、
町
で
は
ど
う
い
う
対

応
を
す
る
の
か
。

③
住
民
に
対
し
て
説
明
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。

答
　
町
長

①
～
③
床
上
浸
水
被
害
が
あ
っ
た
北

金
ヶ
沢
榊
原
地
区
は
、
過
去
に
も
床

上
浸
水
が
発
生
し
た
際
に
、
河
川
の

改
良
や
海
岸
護
岸
の
流
末
開
口
部
整

備
を
し
た
が
、
令
和
４
年
８
月
豪
雨

の
際
に
床
上
浸
水
被
害
の
発
生
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
度

の
被
害
を
受
け
て
、
海
岸
護
岸
の
流

末
開
口
部
の
改
良
に
つ
い
て
、
管
理

者
で
あ
る
県
に
対
し
て
相
談
・
要
望

を
行
っ
た
。
県
か
ら
は
、
こ
れ
以
上
、

流
末
開
口
部
を
拡
幅
す
る
こ
と
、
あ

る
い
は
、
新
た
に
開
口
部
を
設
け
る

こ
と
は
、
海
岸
護
岸
の
本
来
の
目
的

で
あ
る
、
防
潮
・
防
波
機
能
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
町
で
他
の
方

法
を
検
討
し
て
欲
し
い
と
の
指
摘
を

い
た
だ
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
町
で

は
、
測
量
設
計
業
者
に
依
頼
し
、
令

和
４
年
８
月
の
降
雨
デ
ー
タ
に
よ
る

排
水
経
路
等
の
調
査
、
改
良
方
策
の

検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
既
設

の
開
口
部
へ
効
率
的
に
雨
水
を
誘
導

す
る
こ
と
で
床
上
浸
水
被
害
を
防
ぐ

こ
と
が
可
能
と
の
助
言
を
得
た
の
で
、

令
和
６
年
度
当
初
予
算
に
、
住
宅
地

か
ら
海
岸
護
岸
施
設
・
流
末
開
口
部

ま
で
、
新
た
に
側
溝
を
整
備
す
る
た

め
の
経
費
を
計
上
し
た
。
当
初
予
算

の
議
決
を
経
て
、
整
備
と
日
頃
の
維

持
管
理
の
両
面
か
ら
浸
水
被
害
防
止

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
整
備
の
内

容
を
自
治
会
に
相
談
し
な
が
ら
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

晴
山
地
区
の
電
波
障

害
は
風
力
発
電
建
設

が
原
因
か

『
風
力
発
電
の
建
設

に
よ
る
も
の
で
は

な
い
』

問
　
大
川
議
員

①
晴
山
地
区
で
、
テ
レ
ビ
や
携
帯
の

電
波
障
害
が
発
生
し
て
い
る
。
風
力

発
電
建
設
が
原
因
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
早
急
な
調
査
・
し
か
る
べ

き
対
応
が
必
要
と
思
う
が
、
町
の
考

え
を
伺
う
。

②
残
土
処
理
の
土
砂
運
搬
時
に
壊
れ

た
町
道
は
い
つ
修
復
す
る
の
か
。

答
　
町
長

①
合
同
会
社
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
深
浦

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
テ
レ
ビ
の
電

波
障
害
は
、
風
力
発
電
の
建
設
に
よ

る
も
の
で
は
な
く
、
近
く
の
森
林
が

影
響
し
て
い
る
よ
う
で
、
対
象
家
屋

の
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
位
置
を
変
え
た

ら
電
波
障
害
は
無
く
な
っ
た
。
ま
た
、

携
帯
電
話
の
電
波
障
害
に
つ
い
て
は 

本
人
か
ら
対
象
機
種
の
携
帯
電
話
会

社
に
連
絡
し
て
調
査
依
頼
を
し
、
原

因
が
調
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

わが町のここが聞きたい

る
。
従
っ
て
、
携
帯
電
話
会
社
と
事

業
者
と
の
間
で
、
影
響
調
査
の
実
施

等
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

②
令
和
４
年
８
月
豪
雨
で
路
肩
が
崩

落
し
た
町
道
北
金
ヶ
沢
１
号
線
は
、

国
に
よ
る
災
害
査
定
を
経
て
、
復
旧

工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
道
路
地
下
に
風
力
発
電
の

送
電
線
が
埋
設
さ
れ
、
現
状
で
は
仮

舗
装
の
状
態
で
あ
る
。
今
後
、
災
害

復
旧
工
事
の
完
成
と
併
せ
、
送
電
線

の
埋
設
路
面
の
本
舗
装
を
、
本
年
５

月
ま
で
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ

日
本
海
南
側
洋
上
風

力
発
電
に
専
門
家
な

ど
の
評
価
は
反
映
さ

れ
る
の
か

『
専
門
家
等
に
よ
る
評

価
も
取
り
入
れ
な
が

ら
進
め
ら
れ
る
』

問
　
大
川
議
員

　

促
進
区
域
の
指
定
を
受
け
て
、
本

県
沖
日
本
海
南
側
海
域
に
対
し
、
発

電
事
業
者
の
公
募
が
開
始
さ
れ
た
。

町
を
代
表
し
て
法
定
協
議
会
に
出
席

し
て
い
る
町
長
に
伺
う
。

①
環
境
影
響
評
価
は
、
専
門
家
や
第

三
者
に
よ
る
評
価
が
反
映
さ
れ
る
の

か
。

②
漁
業
振
興
・
地
域
振
興
が
う
た
わ

れ
て
い
る
が
、
わ
が
町
に
恩
恵
は
あ

る
の
か
。

答
　
町
長

①
環
境
影
響
評
価(

環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト)

は
、
事
業
計
画
の
立
地
選
定

か
ら
運
転
開
始
後
の
環
境
影
響
ま
で

包
括
的
に
評
価
す
る
重
要
な
プ
ロ
セ

ス
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
住

民
の
関
係
者
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
、
環
境
へ
の
配
慮
や
課

題
に
対
す
る
対
話
や
意
見
交
換
も
行

わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
関
係
省
庁
、

地
方
自
治
体
、
事
業
者
等
の
連
携
の

も
と
検
討
す
る
の
で
、
専
門
家
等
に

よ
る
評
価
も
取
り
入
れ
な
が
ら
事
業

が
進
め
ら
れ
る
。

②
今
後
、
協
議
会
の
中
で
漁
業
振
興

策
及
び
地
域
振
興
策
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
検
討
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
る
の
で
、
当
町
に
お
い
て
も
恩

恵
は
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。　

洋
上
風
力
発
電
事
業
を
招
致
す
る
考
え

は
な
い
か

『
青
森
県
沖
日
本
海
南
側
の
洋
上
風
力

発
電
事
業
に
集
中
し
て
取
り
組
む
』

問
　
大
川
議
員

　

交
付
税
だ
よ
り
の
町
の
財
政
を
補
う
た
め
洋
上
風
力
発
電
事

業
を
招
致
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
町
長

　

当
町
の
沖
合
を
想
定
し
た
場
合
、
水
深
の
関
係
か
ら
浮
体
式

の
洋
上
風
力
発
電
設
備
が
想
定
さ
れ
る
。
浮
体
式
の
洋
上
風
力

発
電
は
、
世
界
的
に
基
礎
の
製
造
や
輸
送
・
施
工
の
方
法
が
確

立
し
て
い
る
と
言
え
な
い
状
況
に
あ
り
、
実
用
化
に
関
し
て
は
、

安
定
性
を
確
保
す
る
浮
体
の
動ど

う
よ
う揺

対
策
と
コ
ス
ト
の
両
立
が
課

題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

当
町
は
、
青
森
県
沖
日

本
海
南
側
の
洋
上
風
力

発
電
事
業
で
、
あ
る
程

度
の
漁
業
振
興
策
・
地

域
振
興
策
の
恩
恵
は
受

け
ら
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
の
で
、今
は
、「
青

森
県
沖
日
本
海
南
側
」

の
洋
上
風
力
発
電
事
業

に
集
中
し
て
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
。

▲︎外壁に残る浸水の跡

写真はイメージです

わが町のここが聞きたい

榊原地区の床上浸水を
　誘発した護岸の改修は問
新年度に新たに側溝を整備する答

質問者の動画が
視聴できます。

大川　清光 議員
おおかわ みつきよ

⬅
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問
　
今
議
員

　

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
次
の
対

策
や
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

①
若
い
世
代
が
流
出
す
る
要
因
は
、

地
元
に
働
く
場
が
な
い
か
ら
で
、
雇

用
対
策
、
後
継
者
対
策
が
最
優
先
と

考
え
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
魅
力

あ
る
思
い
切
っ
た
町
独
自
の
異
次
元

の
支
援
策
を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

②
若
い
世
代
の
流
出
を
防
ぎ
、
移
住

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
取
組
は
。

③
人
口
動
態
（
自
然
動
態
・
社
会
動

態
）
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

④
東
奥
日
報
２
月
12
日
付
で
２
０
５

０
年
の
県
内
各
自
治
体
の
推
計
人
口

が
掲
載
さ
れ
た
。
今
後
の
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
実
効
性
の
あ
る
町
の

針
路
、
方
向
性
、
ま
た
、
町
の
将
来

像
は
。

答
　
町
長

①
人
口
減
少
対
策
は
、
も
は
や
一
つ

の
自
治
体
単
体
で
は
解
決
で
き
な
い

問
題
。
子
育
て
支
援
の
充
実
策
、
労

働
環
境
の
改
善
策
、
地
域
活
性
化
と

移
住
促
進
策
、
教
育
・
就
労
環
境

の
改
善
策
等
々
、
こ
れ
ら
の
施
策
を

総
合
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
と

思
わ
れ
、
国
、
県
、
市
町
村
、
企
業
、

地
域
が
連
携
し
、
持
続
可
能
な
社
会

を
築
く
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

②
令
和
６
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、

県
外
か
ら
移
住
し
て
き
た
子
育
て
世

帯
が
、
医
療
・
福
祉
施
設
等
で
資
格

に
基
づ
く
業
務
に
就
業
し
た
者
、
ま

た
は
、
医
療
・
福
祉
職
の
資
格
取
得

を
目
的
に
養
成
機
関
に
就
学
し
た
者

を
対
象
と
し
た
、
基
本
額
１
０
０
万

円
の
県
の
移
住
支
援
事
業
を
実
施
す

る
。
こ
の
ほ
か
、
五
所
川
原
圏
域
空

き
家
バ
ン
ク
へ
の
物
件
登
録
を
進
め

る
、
補
助
金
や
物
件
の
成
約
を
促
す

奨
励
金
等
も
新
年
度
予
算
に
計
上
し

た
。
ま
た
、
若
者
等
の
定
住
促
進
の

た
め
に
実
施
し
て
い
る
家
賃
補
助
や

住
宅
整
備
補
助
金
、
さ
ら
に
新
規
労

働
者
を
雇
用
し
た
町
内
事
業
者
に
対

し
て
の
雇
用
奨
励
金
、
就
労
者
の
能

力
向
上
と
地
元
定
着
を
図
る
た
め
の

資
格
取
得
支
援
は
、
引
き
続
き
来
年

度
も
実
施
す
る
。

③
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
た
令
和
２

年
度
、
自※

１

然
減
と
社※

２

会
減
を
合
わ
せ

て
２
３
４
人
が
減
っ
た
。
令
和
３
年

度
は
、
２
５
１
人
の
減
。
令
和
４
年

度
は
、
２
４
４
人
の
減
。
令
和
５
年

度
は
、
１
６
１
人
の
減
。
ま
た
、
今

後
の
人
口
の
見
通
し
と
し
て
、
令
和

７
年
（
２
０
２
５
年
）
で
は
、
６
２

４
４
人
、
令
和
12
年
（
２
０
３
０

年
）
で
は
、
５
２
７
８
人
、
令
和
32

年
（
２
０
５
０
年
）
で
は
、
２
５
４

７
人
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
２
年

（
２
０
２
０
年
）
と
比
較
す
る
と
、

４
７
９
９
人
の
減
と
な
る
見
込
み
。

わが町のここが聞きたい

④
県
で
は
、
２
０
２
４
年
度
以
降
、

県
の
基
本
計
画
「
『
青
森
新
時
代
』

へ
の
架
け
橋
」
で
定
め
た
７
つ
の
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
、
様
々
な
施
策
に
取

り
組
む
と
し
て
い
る
。
当
町
も
、
現

行
の
第
２
次
総
合
計
画
の
５
つ
の
施

策
大
綱
に
基
づ
く
27
の
施
策
は
も
と

よ
り
、
国
、
県
、
他
市
町
村
、
企
業
、

地
域
が
連
携
し
な
が
ら
、
新
た
な
施

策
に
も
取
り
組
み
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
特
色
の
あ
る
持
続
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。
人
口
減

少
が
進
む
中
で
、
医
療
、
教
育
、
交

通
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
成
り
立
た

な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

発
想
の
転
換
に
よ
っ
て
は
、
「
過
疎

地
域
」
で
は
な
く
「
少
人
数
社
会
」

と
前
向
き
に
捉
え
る
こ
と
も
大
事
だ

と
弘
前
大
学
大
学
院
の
地
域
社
会
専

門
の
平
井
太
郎
教
授
が
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。
当
町
の
よ
う
な
人
口
減
少

の
激
し
い
「
過
疎
の
町
」
で
は
、
町

づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
こ
う
し
た

発
想
の
転
換
も
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

追
良
瀬
バ
イ
パ
ス
の

供
用
開
始
は
い
つ

『
県
は
完
成
目
標
を

２
０
２
７
年
度
に

設
定
』

問
　
今
議
員

　

国
道
１
０
１
号
が
津
波
や
土
砂
崩

れ
等
に
よ
り
車
の
通
行
が
遮
断
さ
れ

る
事
態
が
起
こ
り
得
る
。
そ
こ
で
次

の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
追
良
瀬
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
が

重
要
と
思
う
が
、
い
つ
の
時
点
で
供

用
開
始
と
な
る
の
か
。

②
岩
崎
バ
イ
パ
ス
の
着
工
時
期
は
い

つ
頃
に
な
る
の
か
。

③
工
事
が
思
う
よ
う
に
進
展
し
な
い

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
進
ま
な
い

要
因
は
何
な
の
か
。

答
　
町
長

①
県
土
整
備
部
に
よ
る
と
、
完
成
目

標
を
２
０
２
７
年
度
（
令
和
９
年

度
）
に
設
定
し
た
と
の
こ
と
。
工
事

完
成
後
、
必
要
な
手
続
き
を
経
て
供

用
開
始
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

②
③
か
ね
て
か
ら
県
に
対
し
て
バ
イ

パ
ス
化
の
早
期
実
現
を
働
き
か
け
て

き
た
。
国
道
１
０
１
号
は
国
や
県
が
、

年
次
計
画
で
改
良
工
事
を
進
め
て
お

り
、
構
想
か
ら
着
手
、
着
工
、
完
成

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
た

手
順
、
克
服
す
べ
き
多
く
の
課
題
や

予
算
措
置
が
必
要
と
な
る
。
県
で
は
、

こ
う
し
た
事
情
に
よ
り
、
岩
崎
バ
イ

パ
ス
の
着
工
時
期
に
つ
い
て
は
、
現

段
階
で
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
の

こ
と
を
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

防
災
訓
練
が
マ
ン
ネ
リ
化
、防
災
意
識
の
向
上
を

　『
よ
り
実
践
に
近
い
訓
練
で
防
災
意
識

の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
』

問
　
今
議
員

　

日
本
海
側
想
定
地
震
に
よ
る
津
波
は
、
深
浦
町
で
最
も
早
い

到
達
で
６
分
、
津
波
だ
け
で
６
７
０
０
人
の
死
者
が
想
定
さ
れ

る
。
町
で
は
毎
年
５
月
に
防
災
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
が
、

マ
ン
ネ
リ
化
傾
向
に
思
え
る
。
高
齢
者
や
弱
者
に
対
す
る
避
難

対
策
や
体
制
等
に
つ
い
て
、
防
災
意
識
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

答
　
町
長

　

避
難
場
所
・
避
難
路
や
防
災
行
政
無
線
の
整
備
な
ど
に
加
え
、

防
災
意
識
の
啓
発
、
円
滑
な
避
難
行
動
な
ど
、
津
波
対
策
を
進

め
る
た
め
、
平
成
30
年
３
月
に
「
深
浦
町
津
波
避
難
計
画
」

を
作
成
し
た
。
ま
た
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
が
発
生
し
た
場

合
の
浸
水
想
定
区
域
、
津
波
到
達
予
想
時
間
等
が
県
か
ら
示
さ

れ
、
津
波
第
一
波
到
達
時
間
が
一
番
早
い
地
区
で
舮
作
地
区
の

６
分
、
次
に
横
磯
地
区
の
７
分
、
深
浦
本
町
９
分
な
ど
、
か
な

り
の
早
い
到
達
時
間
と
な
っ
て
お
り
、
４
３
６
０
人
の
死
者
・

負
傷
者
、
５
３
０
０
棟
の
建
物
全
半
壊
数
と
想
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
日
本
海
中
部
地
震
」
の
発
災
日
を
「
深
浦
町
防
災
の

日
」
と
定
め
、
毎
年
、
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
訓

練
で
、
１
番
大
事
な
の
は
、
地
震
が
発
生
し
た
ら
津
波
が
来
る

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
い
ち
早
く
高
台
に
避
難
し
、
ま
ず
は
命

を
守
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
各
地
区
の
自
主
防

災
組
織
等
が
高
齢
者
や
要
配
慮
者
等
を
前
線
で
避
難
さ
せ
る
訓

練
や
、
停
電
時
の
避
難
所
運
営
訓
練
な
ど
、
よ
り
実
践
に
近
い

訓
練
を
取
り
入
れ
た
い
。

※１自然減＝出生者数から死亡者数を引いた数
※２社会減＝転入者数から転出者数を引いた数

▲︎早期開通が待たれる追良瀬バイバス

わが町のここが聞きたい

人口減少を食い止める
　　　　　対策や取組は問
地域が連携し、持続可能な
社会を築くために取り組んでいく

答

質問者の動画が
視聴できます。

今　　勝吉 議員
こん よしかつ
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問
　
工
藤
議
員

①
本
年
度
が
、
町
長
の
町
政
運
営
の

最
終
年
度
と
な
る
が
、
町
の
将
来
を

含
め
た
基
本
姿
勢
を
示
し
て
ほ
し
い
。

②
４
期
16
年
間
、
町
の
か
じ
取
り
を

し
て
き
た
の
で
集
大
成
と
し
て
の
事

業
を
残
す
べ
き
と
思
う
。
新
規
事
業

の
構
想
、
計
画
が
有
る
の
か
。

③
町
長
の
も
と
で
、
ゆ
と
り
の
風
呂
、

椿
山
温
泉
と
閉
館
と
な
っ
た
。
令
和

５
年
度
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
を
見
る
と
風
呂
、
温
泉
の
再
開
を

望
ん
で
い
る
。
町
民
の
要
望
に
応
え

る
こ
と
も
大
事
か
と
思
う
が
考
え
を

伺
う
。

答
　
町
長

①
新
年
度
は
、
２
年
連
続
で
豪
雨
災

害
を
受
け
被
災
し
た
道
路
や
河
川
、

農
地
や
農
業
用
施
設
の
復
旧
を
最
優

先
と
す
る
。
ま
た
、
白
神
山
地
を
は

じ
め
と
す
る
当
町
の
観
光
資
源
、
文

化
資
源
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
て
、
一
層
の

誘
客
促
進
を
図
っ
て
い
く
。
私
は
、

町
長
就
任
以
来
一
貫
し
て
、
第
１
次

産
業
の
振
興
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、

移
住
・
定
住
対
策
、
集
落
の
活
性
化
、

地
域
医
療
の
充
実
、
道
路
等
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
、
町
財
政
の
健
全
化
な
ど

を
掲
げ
て
お
り
、
そ
れ
は
現
在
も
変

わ
ら
な
い
。

②
こ
れ
ま
で
、
色
々
な
施
策
、
事
業

を
実
施
し
て
き
た
。
集
大
成
と
し

て
の
事
業
を
残
す
べ
き
と
い
う
こ
と

だ
が
、
必
ず
し
も
集
大
成
と
し
て
の

事
業
を
、
と
は
考
え
て
な
い
。
追
良

瀬
バ
イ
パ
ス
、
岩
崎
バ
イ
パ
ス
、
西

津
軽
能
代
沿
岸
道
路
の
整
備
促
進
は
、

地
域
の
活
性
化
や
災
害
対
策
と
し
て

必
要
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
て
い
る

し
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
生
か
し
た

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
も
進
め
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら

実
施
す
る
事
業
と
し
て
は
、
旧
県
立

木
造
高
校
深
浦
校
舎
に
、
老
朽
化
し

た
公
民
館
、
文
学
館
、
資
料
館
を
集

約
し
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
利

活
用
す
る
方
向
に
加
え
て
、
図
書
、

ス
ポ
ー
ツ
、
子
ど
も
が
集
え
る
遊
び

の
場
、
ふ
れ
あ
い
と
賑
わ
い
の
場
と

し
て
整
備
を
進
め
た
い
。
私
と
し
て

は
、
残
り
の
任
期
を
精
一
杯
、
全
力

で
全
う
す
る
所
存
で
す
。

③
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
な
体
制
で

運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や

弘
南
バ
ス
の
地
域
公
共
交
通
に
よ
り
、

町
内
で
は
不
老
ふ
死
温
泉
と
深
浦
観

光
ホ
テ
ル
の
御
協
力
で
、
町
民
が
温

浴
施
設
を
利
用
で
き
る
予
定
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
弘
南
バ
ス

の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
（
メ
ゴ
イ
カ
）
で
町

内
の
全
区
間
を
１
乗
車
１
０
０
円
で

乗
降
で
き
た
の
が
、
さ
ら
に
令
和
６

年
度
以
降
は
、
弘
南
バ
ス
・
深
浦
線

全
区
間
（
鰺
ヶ
沢
営
業
所
～
弁
天
）

を
１
乗
車
１
０
０
円
で
乗
降
で
き
る

よ
う
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
大
戸
瀬
地
区
の
方
も
、
鰺

ヶ
沢
町
の
温
浴
施
設
へ
移
動
が
１
回

１
０
０
円
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

わが町のここが聞きたい

森
林
で
収
入
や
雇
用

対
策
に
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
活
用
を

『
調
査
・
研
究
し
て

活
用
を
検
討
し
た

い
』

問
　
工
藤
議
員

　

当
町
で
も
、
間
伐
が
必
要
な
山
林

が
多
数
見
ら
れ
る
中
、
森
林
整
備
の

補
助
事
業
の
活
用
と
合
わ
せ
て
間
伐

材
を
利
用
す
る
こ
と
で
所
有
者
の
負

担
軽
減
や
収
入
の
確
保
、
さ
ら
に
は

雇
用
対
策
に
も
な
り
得
る
と
思
う
こ

と
か
ら
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て

の
活
用
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
　
町
長

　

当
町
と
し
て
も
、
資
源
と
し
て
の

持
続
的
利
用
を
図
り
な
が
ら
、
森
林

の
適
切
な
整
備
・
保
全
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
し
か
し
、
木
材
価
格
の

低
迷
と
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
や
経

営
意
識
の
低
下
か
ら
、
間
伐
等
の
手

入
れ
が
さ
れ
て
な
い
森
林
が
多
く
見

ら
れ
る
。
今
後
は
、
木
材
利
用
も
促

進
し
、
新
た
な
雇
用
機
会
の
創
出
や

起
業
促
進
な
ど
を
目
指
す
が
、
そ
の

た
め
に
は
、
町
内
で
の
木
材
需
要
の

拡
大
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
の
活
用
も
検
討
項
目
と
し
て
い

る
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱
利
用
に

は
、
木
材
の
供
給
体
制
や
、
木
質
ボ

イ
ラ
ー
の
導
入
や
維
持
の
経
費
な
ど
、

活
用
ま
で
に
は
十
分
な
検
証
が
必
要

だ
が
、
今
後
、
そ
の
活
用
機
会
は
増

え
る
と
思
う
の
で
、
先
進
事
例
を
調

査
・
研
究
し
な
が
ら
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
活
用
を
検
討
し
た
い
。

今
年
も
花
火
大
会
の

計
画
は
あ
る
の
か

『
実
行
委
員
会
が
計

画
の
立
案
に
取
り

組
む
』

問
　
工
藤
議
員

①
昨
年
は
白
神
山
地
世
界
遺
産
登
録

30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
花
火
大
会

が
行
わ
れ
大
変
盛
況
で
あ
っ
た
。
今

年
は
計
画
が
あ
る
の
か
。
あ
れ
ば
事

業
計
画
の
内
容
を
伺
う
。

②
最
近
、
各
町
村
で
行
わ
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
で
恐
竜
の
着
ぐ
る
み
を
着

て
疾
走
す
る
競
技
、
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ

ル
ス
レ
ー
ス
を
当
町
で
開
催
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
　
町
長

①
昨さ

く

夏な
つ

、
開
催
し
た
深
浦
町
海
上
花

火
大
会
が
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
御
好
評
を
頂
戴
し
た
。
そ
う
い
っ

た
声
を
踏
ま
え
て
、
引
き
続
き
開
催

す
る
た
め
新
年
度
の
当
初
予
算
に
計

上
し
た
。
計
画
の
内
容
は
、
ま
ず
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
後
、

民
間
の
力
も
生
か
す
よ
う
な
計
画
の

立
案
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
昨
年
度
い
く
つ
か
の
地
域
で
行
わ

れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
民
間
事
業
者

や
団
体
、
有
志
団
体
が
実
施
し
て
い

た
よ
う
で
、
笑
顔
溢
れ
る
イ
ベ
ン
ト

だ
と
伺
っ
て
い
る
が
、
町
が
主
導
し

て
開
催
す
る
予
定
や
、
新
年
度
に
お

い
て
町
が
主
催
す
る
計
画
は
な
い
。

▲︎昨年、行政視察したようす
㈱大仙バイオマスエナジー 木質バイオマスエネルギー施設（最上町）

わが町のここが聞きたい

町長の最終年度 
　　　　町の基本姿勢は問
豪雨災害の復旧を最優先し、
　　　　　　　誘客促進を図る

答

質問者の動画が
視聴できます。

工藤　博利 議員
く どう としひろ
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わが町のここが聞きたい

地域気候変動適応計画の
　　　　有無と必要性は問
県内で策定している
　　市町村はないが、策定は必要

答

質問者の動画が
視聴できます。

藤田　一則 議員
ふじ かず のりた

問
　
藤
田
議
員

①
近
年
、
異
常
気
象
が
頻
発
し
甚
大

な
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
今

後
も
、
極
端
な
高
温
や
大
雨
な
ど
が

更
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。
現

在
、
都
道
府
県
47
件
、
政
令
市
21
件
、

市
区
町
村
１
９
０
件
が
「
地
域
気
候

変
動
適
応
計
画
」
を
策
定
し
て
い

る
。
気
候
変
動
に
対
す
る
現
状
認
識
、

「
地
域
気
候
変
動
適
応
計
画
」
の
有

無
と
必
要
性
を
伺
う
。

②
県
で
は
、
気
候
変
動
の
影
響
と
適

応
策
が
あ
る
。
夏
季
高
温
、
集
中
豪

雨
被
害
な
ど
に
よ
る
水
稲
・
野
菜
栽

培
な
ど
に
つ
い
て
、
町
で
も
研
修
会

や
生
産
情
報
で
指
導
を
徹
底
す
べ
き

と
思
う
が
今
後
の
対
策
等
、
計
画
が

あ
る
の
か
。

③
当
町
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
漁
獲

量
に
関
す
る
情
報
収
集
・
分
析
し
、

漁
業
者
へ
提
供
す
る
。
ま
た
、
高
水

温
等
に
よ
り
減
少
し
た
海
藻
や
磯
焼

け
な
ど
を
科
学
的
知
見
に
よ
る
情
報

を
県
と
共
有
す
る
な
ど
が
必
要
と
思

う
が
考
え
を
伺
う
。

答
　
町
長

①
気
候
変
動
の
リ
ス
ク
を
小
さ
く
す

る
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
削
減
す
る
「
緩
和
策
」
に
全
力

で
取
り
組
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
既

に
現
れ
て
い
る
気
候
変
動
の
影
響
や

将
来
予
測
さ
れ
る
影
響
に
よ
る
被
害

を
回
避
・
軽
減
す
る
「
適
応
策
」
の

取
組
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
地
域
気
候
変
動
適
応
計
画
は
、

そ
の
区
域
に
お
け
る
自
然
的
、
経
済

的
、
社
会
的
状
況
に
応
じ
た
気
候
変

動
適
応
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る

た
め
の
計
画
で
、
国
は
、
地
方
自
治

体
に
対
し
、
策
定
す
る
こ
と
を
努
力

義
務
と
し
て
い
る
。
県
内
の
自
治
体

で
地
域
気
候
変
動
適
応
計
画
を
策
定

し
て
い
る
市
町
村
は
な
い
が
、
町
と

し
て
は
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

気
候
変
動
適
応
計
画
の
策
定
は
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
今
月
、
策
定
さ

れ
る
予
定
の
「
西
つ
が
る
３
市
町
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区
域
施

策
編
）
」
に
よ
る
「
緩
和
」
と
併
せ

て
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、

今
後
、
西
つ
が
る
３
市
町
で
策
定
し

て
い
く
べ
き
な
の
か
、
あ
る
い
は
、

単
独
で
策
定
す
る
べ
き
な
の
か
を
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
策
定
に
向

け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

わが町のここが聞きたい

スマートフォンなどで手軽に定例会がご覧になれます
　スマートフォンやタブレットのアプリ等を使い議会だよりに掲載している
QRコードで読み取ると、定例会等の録画映像が簡単に視聴できます。
　ぜひ、ご利用とチャンネル登録をお願いします。

②
気
候
変
動
に
お
け
る
農
業
へ
の

「
影
響
」
と
「
適
応
策
」
に
つ
い
て

は
、
「
青
森
県
気
候
変
動
適
応
取
組

方
針
」
に
水
稲
、
野
菜
に
お
け
る

「
影
響
」
と
「
適
応
策
」
が
列
挙
さ

れ
て
い
る
。
県
で
は
大
雨
や
強
風
な

ど
の
気
象
情
報
を
農
業
者
に
速
報
す

る
た
め
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
臨

時
農
業
生
産
情
報
」
を
逐
一
掲
載
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
気
象
情
報
に
基

づ
い
た
対
策
を
示
し
て
お
り
、
あ
わ

せ
て
、
猛
暑
に
よ
る
水
稲
の
適
期
刈

取
り
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
専
門
的

見
地
か
ら
の
技
術
的
指
導
や
助
言
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
農
業
改
良
普
及

員
に
よ
る
巡
回
や
現
地
指
導
な
ど
も

行
わ
れ
て
い
る
。
当
町
に
は
、
県
の

よ
う
な
専
門
職
員
が
い
な
い
た
め
、

異
常
気
象
に
対
応
し
た
技
術
的
指
導

を
町
単
独
で
行
う
こ
と
は
困
難
で
す

が
、
県
が
発
信
す
る
農
業
生
産
情
報

の
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
県

や
農
協
と
連
携
し
て
気
候
変
動
に
適

応
す
る
た
め
の
研
修
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
町
と
し
て
で
き
る
限
り
の
対

策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

③
水
温
や
海
流
な
ど
の
海
の
状
況
や
、

い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
魚
が
取

れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
「
漁ぎ

ょ

海か
い

況き
ょ
う

情じ
ょ
う

報ほ
う

」
は
、
漁
業
活
動
に
有
用
な
情
報

で
、
町
や
各
漁
協
に
も
県
か
ら
情
報

提
供
さ
れ
て
い
る
の
で
、
有
効
活
用

を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
町
と
し
て

も
、
来
遊
魚
種
の
変
化
の
把
握
及
び

そ
の
荷
受
け
か
ら
流
通
ま
で
の
シ
ス

テ
ム
構
築
や
、
漁
場
環
境
の
保
全
に

向
け
た
岩
盤
清
掃
及
び
藻
場
造
成
試

験
、
高
水
温
に
適
応
し
た
増
養
殖
技

術
の
調
査
研
究
な
ど
、
す
で
に
実
施

し
て
い
る
事
業
も
含
め
、
県
や
試
験

研
究
機
関
、
漁
協
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
海
水
温
の

上
昇
に
適
応
し
た
漁
業
振
興
策
を
考

え
て
い
き
た
い
。

業
務
継
続
計
画
の
有

無
と
重
要
６
項
目
と

は『
他
の
市
町
村
に

先
駆
け
て
策
定
し
て

い
る
』

問
　
藤
田
議
員

　

業
務
継
続
計
画
の
策
定
率
は
、
市

町
村
は
依
然
と
し
て
低
く
、
特
に
人

口
の
少
な
い
市
町
村
ほ
ど
低
い
傾
向

が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
業
務
継
続

計
画
の
有
無
と
重
要
６
項
目
に
つ
い

て
伺
う
。

答
　
町
長

　

当
町
で
は
、
他
の
市
町
村
に
先
駆

け
て
、
平
成
23
年
７
月
に
業
務
継

続
計
画
を
策
定
し
、
以
降
、
毎
年
４

月
に
加
除
、
修
正
等
を
加
え
て
い
る
。

計
画
の
内
容
は
、
国
が
定
め
る
重
要

６
要
素
の
ほ
か
、
「
職
員
の
参
集
体

制
」
と
「
受じ

ゅ

援え
ん

体
制
の
確
保
」
の
２

項
目
を
加
え
、
災
害
時
に
特
に
必
要

な
８
大
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
と

し
て
い
る
。

　

一
つ
目
は
「
町
長
不
在
時
の
明
確

な
代
行
順
位
」
、
二
つ
目
は
「
職

員
の
参
集
体
制
」
、
三
つ
目
は
「
本

庁
舎
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

の
代
替
庁
舎
の
検
討
」
、
四
つ
目
は

「
庁
舎
、
代
替
施
設
の
イ
ン
フ
ラ
及

び
職
員
用
食
料
等
の
確
保
」
、
五
つ

目
は
「
災
害
時
に
も
つ
な
が
り
や
す

い
多
様
な
通
信
手
段
の
確
保
」
、
六

つ
目
は
「
重
要
な
行
政
デ
ー
タ
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
」
、
七
つ
目
は
「
非
常

時
優
先
業
務
の
整
理
」
、
最
後
の
八

つ
目
は
「
受じ

ゅ

援え
ん

体
制
の
確
保
」
で
あ

る
。
各
項
目
の
中
に
は
計
画
ど
お
り

に
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
も

あ
る
た
め
、
今
後
も
課
題
の
改
善
を

図
り
な
が
ら
、
災
害
時
に
確
実
に
業

務
継
続
が
実
行
で
き
る
体
制
づ
く
り

に
努
め
て
い
く
。

YouTube
「深浦町議会チャンネル」
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議会だより

西海岸衛生処理組合負担金　令和６年度予算決まる ▶ 2
ここをチェック　当初予算などを審査！ ▶ 6
ここが聞きたい！　一般質問　６人の議員が質問 ▶13
議員定数　１人削減決まる　12人→11人 ▶26

深浦町議会チャンネル

2024年
月定例会

大きくなって帰ってきてね！

議員定数１人削減決まる！ 12人⇒11人
令和９年４月の一般選挙から適用

議員定数１人削減決まる！ 12人⇒11人
令和９年４月の一般選挙から適用

閉会中の委員会等閉会中の委員会等

議員定数１人削減決まる！ 12人⇒11人
令和９年４月の一般選挙から適用

　議員定数については、昨年９月定例会で議員定数検討特別委員会が設置されました。適正な定数について、
今後の人口動態、類似団体との比較、地理的条件等を考慮し検討した結果、定数を削減するべきとの意見が多
かったこと、削減については、１人減、２人減の２つの案が出たこと、そしてこの案を全員協議会で報告した
ところ、削減することで意見は一致したが、削減する人数は決まらず、最終的
には特別委員会に委ねられ、２月16日に開催した当該委員会で、１人減の11
人に決定した経緯を定例会初日に、今委員長から報告があり、１人減にするこ
との採決を取った結果、賛成多数で決定しました。
　これにより、３月定例会最終日に、議員定数を削減する（12人→11人）条
例の一部改正案が、議員発議で提出され、異議なしで可決されました。

議員研修会　議員としての基礎力を養う！
　議員のさらなる資質向上のため、令和５年12月19日に株式会社廣瀬
行政研究所 代表取締役 廣瀬 和彦 氏を講師にお迎えし、「地方議員とし
て理解しておくべき基本的事項やハラスメント防止、効果的な質問手法
と政策形成への活かし方」をテーマにご講演いただきました。研修では、
議員としての役割やコンプライアンス、住民の期待に応える質問手法に
ついて学びました。

閉会中の委員会等
　第130回定例会終了後、第132回定例会までの間
に開催した委員会等は次のとおりです。
　
１月24日（水）　議会運営委員会
１月29日（月）　議会広報編集員会
２月15日（木）　総務文教常任委員会

産業建設常任委員会
２月16日（金）　議員定数検討特別委員会
３月 4日（月）　議会運営委員会

全員協議会

永年勤続議員表彰
お め で と う ご ざ い ま す

発行・深浦町議会　編集・議会広報編集委員会
〒038-2324　深浦町大字深浦字苗代沢 84-2

議会の関するお問い合わせは議会事務局まで
TEL 74-2111（代）、74-4418（直）深浦町 「ＱＲコード」はデンソーウェーブの登録商標です

　青森県町村議会議長会の定期総
会において、地方自治に永年貢献
された町議会議員に対して表彰が
行われます。令和５年度は、藤田
一則議員が在職27年以上の全国町
村議会議長会表彰を受賞されまし
た。

藤田　一則　議員

題字を書いてくれた人

題字に選ばれて、とても嬉しいです。
久しぶりに平仮名を書いて漢字より難しかった！
自然がいっぱいで地域の人が温かい深浦町が大好
きです！

しま りん

追良瀬川サケ放流式
に伺いました

表紙写真
紹　介

　４月18日に追良瀬内水面漁業協同組合で養殖
したサケの稚魚を、追良瀬川に約10万匹放流し
ました。参加した地元保育園児や小学生が「大き
くなってね」などの声をかけながら、バケツから
そうっと稚魚を
放していました。
今春は、約211
万匹を放流しま
した。

今号から、町民参加ということで、
表紙の題字「ふかうら」を町内の小
中学生に書いていただきました。

大戸瀬中学校１年　島　凛さん
（北金ヶ沢書道教室）


